
















要約：本研究は、乳児と母親、また乳児と保母が玩具を用いて遊ぶ場面において生じる行

動の定量的分析及び時系列的分析を通して、それぞれの場面で「乳児、玩具、養育者」の

間にどの様な関係(三項関係)が成立しているかを記述し、さらに、乳児と養育者の行動の

間の同調性の有無を検討することを目的とした。その結果、養育者が母親である場合と保

母である場合とでは三項関係に質的な相違があり、保母との遊び場面における三項関係が、

乳児の対象認知の発達をより効果的に促進する可能性が示唆された。 


